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冬を彩るコハクチョウ 

固定電話は住職の携帯

電話に転送されます 

念慶寺報  

自
分
の
言
葉
で
語
る
こ
と 

岩
手
県
の
碧
祥
寺
住
職
で
、特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
の
福
祉
施
設
の
理
事
長
を

務
め
る
太
田
宣
承
さ
ん
か
ら
施
設
で
発
行

し
て
い
る
広
報
誌
を
毎
号LIN

E

で
送
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。こ
の
紙
面
の
特
徴
は
利

用
者
や
ス
タ
ッ
フ
、あ
る
い
は
原
稿
を
寄
稿

さ
れ
る
方
の
す
べ
て
が「
自
分
の
言
葉
で
語

っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
教
え
ら
れ

る
こ
と
も
多
く
、と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。 

こ
の
紙
面
に
昨
年
来
、
私
の
学
生
時
代
か
ら

の
友
人
、
竹
原
了
珠
が
連
載
し
て
い
ま
す
。
竹

原
は
能
登
教
区
の
教
務
所
長
も
務
め
て
お
り
、

地
震
の
発
災
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
政
府
や

行
政
と
の
交
渉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

調
整
、
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
要
望
や
苦
情
を

最
前
線
で
受
け
止
め
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
竹
原
が
、
こ
の
一
年
を
ど
の
よ
う
に

迎
え
る
の
か
を
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
契
機
は

伊
勢
湾
台
風
の
被
害
を
受
け
た
方
の
言
葉
に
よ

っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
六
十
年
を
経
過
し
て
な

お
「
自
分
た
ち
の
苦
し
み
は
そ
ん
な
も
の
で
は

な
い
」
と
語
ら
れ
る
、
言
葉
の
重
さ
。
苦
し
み

は
過
去
の
出
来
事
と
し
て
終
わ
ら
ず
、
そ
の
人

自
身
で
あ
り
続
け
、
犠
牲
者
と
結
び
つ
い
て
、

今
も
生
き
て
い
る
。 

こ
れ
は
能
登
が
こ
れ
か
ら
直
面
す
る
問
題
で

も
あ
る
。
し
か
し
、
い
つ
か
、
自
分
の
苦
し
み

を
き
ち
ん
と
成
仏
さ
せ
て
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い

と
。
 
 
【
竹
原
の
記
事
は
、
３
頁
に
転
載
】 
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恩
は
返
す
も
の
で
は
な
い
。
無
駄
に
し
な
い
こ
と 



修正会・新年互礼会【1月１日】 
正⽉元旦、皆様と勤めた正信偈から１年が始まりま

した。柴辻嘉平さんが⽶寿、杉⽥明⼦さんが古希を迎
えられ、お祝いをいただきました。 

法話は「本当のものとは何か」。⼤晦⽇に突く除夜
の鐘も昔からあったのかと⾔えば、そうではなく、昭
和に⼊ってから NHK が「ゆく年くる年」で作り出し
て全国に定着したものでした。ネットで誹謗中傷が渦
巻く事件も、事実無根なことが多い。その中にあって、
本当のものとは何か。我を失っていた友⼈が娘に語り
かけた「名前を呼ぶ」ということを紹介しました。 
鏡開き【１月２日】 

杉⽥信男さんご家族から修正会にお備えする「御鏡」
を寄進いただきました。例年のとおり翌２⽇には役
員・年番の皆さんにお集まり
いただき、鏡開きを⾏い、切
り分けたお餅は各ご家庭に
配布していただきました。 

毎年このようなかたちで
実施してきましたが、年番の
お仕事の⾒直し、極⼒配り物
をなくしていくことから、御
鏡の配布は今年が最後とな
ります。 
前坊守の一時帰宅【1月 4日】 

施設に⼊所している前坊守の速⽔聆⼦が⼀時帰宅
しました。時間としては１時間に満たない短いもので
したが、
元気に過
ごしてい
る姿を⾒
せてくれ
ました。
急なこと
でもあっ

たため、少数の⽅々にお集まりいただき、しばしの
語り合いの時間も持ちました。 
 
 
 

速水２２日講の仏花 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江⼾時代から４度の⽕災により焼失し
た東本願寺を再建しようと全国のご⾨徒
が駆けつけて奉仕作業が⾏われました。
その中でも旧伊⾹・浅井・坂⽥の三郡は傑
出した⼒を注ぎ、その功績を称えて、三郡
に２幅の御影（絵像）が贈られました。湖
北の地域は、御影を巡回させてお勤め・法
話を⾏う２２⽇講を⾏っています。 

速⽔２２⽇講は陣の森会館を会場に毎
年１⽉２９⽇に⾏われます。今年は私、念
慶寺住職が勤⾏・法話の年。仏花も仕⽴て
てお飾りさせていただきました。 

仏花は早咲きの桜を真に、マングロー
ブの流⽊を控枝にしています。またサザ
ンカで彩りを加えています。 


